
所管事務調査日：令和５年８月７日

総務
経済
常任委員会

委
員
長
浅
見
武
志　
副
委
員
長
小
林
一
幸　
委
員
堀
越
真
由
子
・
松
本
幸
喜
・
月
田
均
・
髙
橋
茂
樹

「
お
い
し
い
水
を
い
つ
で
も
」

　
安
定
供
給
め
ざ
す　

山
ノ
内
町

視察研修…新東部浄水場を建設した「長野県山ノ内町」

山ノ内町の「新東部浄水場」は令和２年に建設工事を着手。令和４年12月竣工予定が、
半導体不足による計器類の納入遅れの影響もあり、令和５年10月完成予定とのこと。
視察した８月時、すでに試験的な配水が開始されていた。現地では不純物の除去や水の
濁りをなくす「膜ろ過方式」等の説明を受けた（写真右・左下）。左上は山ノ内町役場前で。

山
ノ
内
町
で
見
た
・
聞
い
た　

山
ノ
内
町
で
見
た
・
聞
い
た　

水
に
ま
つ
わ
る
苦
労
と
課
題

水
に
ま
つ
わ
る
苦
労
と
課
題

　
今
回
視
察
し
た
の
は
、
当
町
と
友
好
交
流
都
市
の
関
係

に
あ
る
山
ノ
内
町
。
長
野
県
北
東
部
に
位
置
し
、
志
賀
高

原
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
・
上
信
越
高
原
国
立
公
園
の
中

心
に
あ
っ
て
、
周
囲
を
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
に

囲
ま
れ
た
盆
地
で
あ
り
、
面
積
の
88
％
が
山
林
原
野
で
占

め
ら
れ
て
い
る
。

　
町
の
名
称
ど
お
り
、
山
に
囲
ま
れ
た
町
の
た
め
潤
沢
に

水
が
流
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
飲
料
水
の
確
保

は
難
し
い
と
い
う
。
町
内
の
資
源
に
つ
い
て
は
、
表
流
水

や
湧
き
水
な
ど
12
か
所
か
ら
取
水
し
て
い
る
が
、
不
安
定

な
取
水
環
境
や
、
雨
や
雪
解
け
な
ど
に
よ
る
水
の
濁
り
な

ど
に
よ
り
、職
員
は
常
に
対
応
に
追
わ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

　
視
察
し
た
新
東
部
浄
水
場
と
平
成
29
年
に
竣
工
し
た

南
部
浄
水
場
は
新
た
に
、
病
原
虫
等
の
不
純
物
の
除
去

や
水
の
濁
り
を
な
く
す
「
膜ま

く
ろ
過か

方
式
」
を
採
用
し
た
と

い
う
。
き
れ
い
で
お
い
し
い
水
を
住
民
に
も
観
光
客
に
も

供
給
で
き
る
こ
と
や
、
職
員
負
担
の
緩
和
も
期
待
で
き
る

と
の
こ
と
だ
。

　
一
方
、
町
内
の
浄
水
場
を
は
じ
め
と
す
る
各
施
設
に
お

い
て
は
老
朽
化
が
進
み
、
計
画
的
な
改
修
や
更
新
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
事
業
費
も
莫
大
に
か
か
る
た
め
、
思

う
よ
う
に
進
め
ら
れ
な
い
状
況
に
も
あ
る
そ
う
だ
。

段
階
的
な
水
道
料
金
値
上
げ
へ

段
階
的
な
水
道
料
金
値
上
げ
へ

　
「
議
会
が
町
に
望
む
こ
と
」

　
「
議
会
が
町
に
望
む
こ
と
」

　
山
ノ
内
町
は
水
道
料
金
が
県
内
で
5
番
目

に
高
い
が
、
浄
水
場
建
設
費
用
の
こ
と
も
あ

り
、
料
金
改
定
（
値
上
げ
）
を
し
た
い
と
い
う
。
し
か
し

町
内
に
は
宿
泊
施
設
が
数
多
く
あ
り
、
簡
単
に
は
値
上

げ
に
は
踏
み
切
れ
な
い
事
情
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
当
町
に
お
い
て
は
、
地
下
水
と
県
央
第
二
水
道
を
混
合

し
て
配
水
し
て
い
る
た
め
、病
原
虫
等
の
不
純
物
が
な
い
。

そ
の
た
め
「
急
速
ろ
過
方
式
」
を
採
用
し
て
い
る
（
山
ノ

内
町
が
採
用
し
て
い
る
「
膜
ろ
過
方
式
」
は
、
本
施
設
工

事
費
約
25
億
円
の
う
ち
、
5
億
円
は
交
付
金
、
残
り
の

20
億
円
は
起
債
に
よ
る
と
の
こ
と
）。

　
玉
村
町
で
は
、
水
道
料
金
の
改
定
を
予
定
し
て
い
る
。

段
階
的
に
値
上
げ
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

と
な
っ
て
い
る
が
、
町
民
に
対
し
て
も
丁
寧
か
つ
納
得
の

で
き
る
説
明
責
任
を
果
た
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
か

つ
安
定
し
た
水
道
事
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

所管事務調査日：令和５年６月 19 日

民生
文教
常任委員会

委
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賢
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副
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長
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光
博
　
委
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友
美
惠
子
・
宇
津
木
治
宣
・
笠
原
則
孝

「
奇
跡
の
自
治
体
・
長
泉
町
で
見
た
」

子
育
て
支
援
事
業
の
ヒ
ン
ト

視察研修…子育て支援の先進地「静岡県長泉町」

平成 29 年開所の「こども交流センター パルながいずみ」は令和４年 10 月に来館者 40
万人を達成。子育て支援センターと児童館の機能を併せ持ち、入退所システム、ファミリー・
サポート・センター、育児相談、子育てコンシェルジュ等を整備。広々としたプレイホー
ルは子供の成長過程や年齢に応じたゾーンに分けられ、多彩な遊びや体験ができる（写真
左・右上）。右下は長泉町庁舎前にて。

こども交流センター
「パルながいずみ」

出
生
率
・
財
政
力
と
も
に
県
内
ト
ッ
プ　

出
生
率
・
財
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と
も
に
県
内
ト
ッ
プ　

4040
年
以
上
発
展
を
続
け
る
長
泉
町

年
以
上
発
展
を
続
け
る
長
泉
町

　
長
泉
町
は
、
静
岡
県
の
東
部
、
伊
豆
半
島
の
基
部
に

位
置
し
、
三
島
市
、
沼
津
市
、
清
水
町
、
裾
野
市
に
接
し

て
い
る
。
昭
和
36
年
に
１
万
６
６
３
５
人
で
あ
っ
た
人
口

が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
令
和
５
年
に
は
４
万
３
２
３
１

人
（
推
計
人
口
）
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
県
内
屈
指
の

人
口
増
加
率
と
合
計
特
殊
出
生
率
を
誇
り
、
今
後
も
人

口
増
加
が
見
込
ま
れ
、
全
国
で
も
数
少
な
い
人
口
減
少
を

克
服
し
た
「
奇
跡
の
自
治
体
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。
さ
ら

に
企
業
誘
致
に
成
功
し
た
町
と
し
て
も
知
ら
れ
、
普
通
交

付
税
不
交
付
団
体
の
財
政
力
豊
か
な
町
で
あ
り
、
特
に

子
供
に
も
優
し
い
地
域
と
し
て
、
子
育
て
支
援
の
手
厚
さ

が
魅
力
の
町
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、「
未
来
っ
こ
０・３・

６
歳
児
応
援
事
業
」、「
長
泉
町
定
住
の
た
め
の
新
幹
線
通

学
支
援
補
助
金
」、「
長
泉
町
未
来
人
定
住
応
援
事
業
奨

励
金
」
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
合
計
特
殊
出
生
率
は
静
岡
県
内
ト
ッ
プ
（
令
和
４
年

度
１
・
54
）、
財
政
力
指
数
も
県
内
ト
ッ
プ
（
令
和
４
年

度
１
・
18
）
で
あ
る
。
40
年
以
上
に
わ
た
っ
て
普
通
交
付

税
不
交
付
団
体
と
し
て
発
展
を
続
け
て
お
り
、
そ
の
背
景

と
し
て　
①
昭
和
30
年
代
か
ら
の
企
業
誘
致　
②
広
域

交
通
の
要
衝　
③
東
京
か
ら
の
時
間
的
距
離　
等
が
考

え
ら
れ
る
。

当
町
で
も
参
考
に
し
た
い

当
町
で
も
参
考
に
し
た
い

　
「
プ
ラ
ス
要
因
を
生
か
す
視
点
」

　
「
プ
ラ
ス
要
因
を
生
か
す
視
点
」

　
玉
村
町
で
は
、
令
和
５
年
度
の
重
点
施
策

の
中
で
、
人
口
減
少
社
会
へ
の
適
応
の
一
つ
と

し
て
「
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
」
を
掲
げ
て
い
る
。

　
今
回
視
察
し
た
長
泉
町
で
は
、
様
々
な
プ
ラ
ス
要
因
を

生
か
し
て
子
育
て
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
令
和

３
年
度
に
行
っ
た
住
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
18
歳
未
満

の
子
供
を
持
つ
保
護
者
の
85
・
６
％
が
「
子
育
て
の
環
境

や
支
援
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
」
と
答

え
た
そ
う
だ
。

　
当
町
で
令
和
６
年
度
開
設
に
向
け
て
現
在
進
め
て
い

る
、
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、
子
供
に
対
し
て
一
体
的
に

相
談
支
援
を
行
う
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」へ
の
研
究・

準
備
に
、
今
回
の
事
例
も
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
上

で
、
な
い
も
の
ね
だ
り
で
は
な
く
、
今
あ
る
も
の
を
生
か

し
つ
つ
、
玉
村
町
独
自
の
よ
り
実
効
性
の
あ
る
充
実
し
た

施
設
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
し
っ
か
り
と
準
備
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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